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も
が
み

と
く
な
い
お
う

た
ど

　

人
事
評
価
の
給
与
へ
の
反
映
は
翌
年
度
に

な
り
ま
す
が
、
公
平
性
・
客
観
性
・
透
明
性

の
高
い
制
度
運
用
に
努
め
な
が
ら
、
職
員
の

主
体
的
な
職
務
遂
行
や
自
己
啓
発
の
促
進
、

職
員
の
人
材
育
成
と
組
織
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　

地
方
財
政
計
画
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
0
・
3
％
の
減
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
16
・
3
％

の
減
と
な
る
一
方
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

前
の
水
準
に
ま
で
回
復
し
た
と
の
見
方
に
よ

り
、
地
方
税
や
地
方
譲
与
税
等
が
大
き
く
伸

び
て
お
り
、
地
方
が
安
定
的
な
財
政
運
営
を

行
え
る
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た
と
す
る

内
容
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
新
年
度
一
般

会
計
予
算
案
の
歳
入
に
つ
い
て
、
町
税
で
は
、

好
調
な
収
入
が
見
込
ま
れ
る
と
し
て
前
年
度

よ
り
も
約
1
千
万
円
増
の
約
10
億
1
千
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

品
の
需
要
拡
大
、
さ
ら
に
は
産
業
振
興
に
寄

与
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
厚
岸
町
に
対
す
る

寄
附
者
の
思
い
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
こ

と
で
、
厚
岸
町
に
寄
附
し
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
制
度
を
構
築
し
ま
す
。

　

本
年
1
月
か
ら
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対

策
の
行
政
手
続
で
利
用
が
開
始
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
1

月
か
ら
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
介

し
た
国
の
機
関
と
の
情
報
連
携
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
町
と
し
て
は
、
国
の
方
針
に
基
づ
い

た
更
な
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

本
年
4
月
か
ら
、
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

き
、
職
員
が
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た

り
発
揮
し
た
能
力
お
よ
び
挙
げ
た
業
績
を
公

正
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
主
体
的
な

職
務
の
遂
行
お
よ
び
よ
り
高
い
能
力
を
持
っ

た
職
員
の
育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
能
力
・

実
績
に
基
づ
く
人
事
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
組
織
全
体
の
士
気
高
揚
を
促
し
、
公
務

能
率
の
向
上
に
つ
な
げ
、
最
終
的
に
は
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
土
台
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
、
職
員
の
人
事
評
価
制
度
を
施
行
し

ま
す
。

の
ほ
か
、
厚
岸
翔
洋
高
等
学
校
へ
通
学
す
る

生
徒
に
対
す
る
通
学
費
一
部
助
成
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　

体
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん

が
快
適
な
環
境
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
宮
園

公
園
野
球
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
そ
の
排
水

設
備
を
改
修
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り　

　

町
内
の
各
種
団
体
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
支
援
す
る『
ま
ち
お
こ
し
補
助
金
制
度
』

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
積
極

的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
制
度
の
周
知
と
各
種

団
体
へ
の
活
用
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
連
帯
感
に
あ
ふ
れ
た
安
全
で
安
心

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
活
動
を
行
う

自
治
会
へ
の
支
援
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る
集
会
施
設
の
計
画

的
な
改
修
や
修
繕
を
行
い
、
施
設
の
維
持
・

管
理
に
努
め
ま
す
。

　

交
流
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
年
7
月
で
山

形
県
村
山
市
と
の
友
好
都
市
提
携
か
ら
25
年

を
迎
え
る
ほ
か
、
友
好
都
市
交
流
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
偉
大
な
る
北
方
探
検
家
の
最
上

徳
内
翁
の
生
誕
2
6
0
年
と
い
う
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。

　

村
山
市
で
は
、
徳
内
翁
の
足
跡
を
辿
る
記

念
事
業
の
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
こ
の
記

念
事
業
へ
の
参
加
に
際
し
て
は
、
友
好
都
市

提
携
25
周
年
を
記
念
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
訪
問
し
、
徳
内
翁
の
遺
徳
を
し
の
ぶ

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
、
友
好
の
絆
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
本
格
的
に
推
進
す
る
『
厚
岸

町
未
来
創
生
総
合
戦
略
』
に
つ
い
て
は
、
町

と
町
民
の
皆
さ
ん
、
関
係
機
関
・
団
体
等
が

連
携
し
た
体
制
の
も
と
で
施
策
の
評
価
・
点

検
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見
直
し

を
行
う
な
ど
、
効
果
的
か
つ
着
実
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

今
後
の
行
政
運
営
に
お
け
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
に
、
町
有
施
設
の
老
朽
化
問
題
が
あ

り
ま
す
。
厚
岸
町
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

町
有
施
設
の
長
寿
命
化
を
含
め
た
今
後
の
方

針
を
示
す
総
合
的
な
管
理
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

ま
た
、
電
力
の
自
由
化
に
伴
う
町
有
施
設

の
管
理
経
費
の
削
減
を
検
討
し
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
検
討
し
て
き
た
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
、
各
方
面
か
ら
多
く
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
、
寄
附
者

へ
の
返
礼
品
制
度
を
6
月
を
目
処
に
開
始
し

ま
す
。
寄
附
し
て
く
だ
さ
る
全
国
の
皆
さ
ん

に
、
厚
岸
町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
厚
岸
町

の
魅
力
を
配
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
場
産
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き
続
き
厳
し
い
運
営
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
な
ど
に
よ
る

医
療
費
の
抑
制
や
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
給
付
財
源
の
確
保
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
安
定
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
都
道
府
県
と
の

共
同
運
営
に
つ
い
て
、
北
海
道
や
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、
適
切
に
準
備
を
進
め
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
ま
で
に
要
支
援
者
の
介
護
給
付
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
予
防
通
所
介
護
と
予
防
訪
問
介
護
が

市
町
村
事
業
に
移
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
ま
す
。

　

生
活
保
障
と
自
立
支
援
に
つ
い
て
は
、
生

活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
相
談
に
適
切
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

各
種
制
度
を
活
用
し
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

臨
時
福
祉
給
付
金
と
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る

祉
協
議
会
と
協
働
し
成
年
後
見
機
関
の
設
置

を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
6
期
厚

岸
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
』
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

の
高
齢
者
を
支
援
す
る
人
材
の
養
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
利
用
者
が
、
町
外
に
通
院

す
る
際
に
負
担
と
な
る
交
通
費
を
支
援
し
ま

す
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
心
和
園
お
よ
び
在

宅
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

指
定
管
理
者
が
行
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
い
て
は
、
継
続
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三

者
評
価
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
評
価

の
結
果
を
公
表
し
、
施
設
運
営
の
透
明
性
の

確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設『
こ
こ
み
』に
つ
い
て

は
、
今
後
も
平
成
24
年
度
の
開
設
以
来
の
健

全
経
営
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、『
こ
こ
み
』

を
上
手
に
利
用
し
な
が
ら
自
宅
で
健
康
に
生

活
で
き
る
よ
う
、
高
齢
者
を
支
援
す
る
役
割

に
即
し
た
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
害
福
祉
に
つ
い
て
は
、
『
第
4
期
厚
岸

町
障
が
い
者
基
本
計
画
』『
第
4
期
厚
岸
町
障

が
い
福
祉
計
画
』
に
基
づ
き
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
に
施
行
さ
れ

る
障
害
者
差
別
禁
止
法
の
町
民
の
皆
さ
ん
へ

の
理
解
の
浸
透
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動
に

取
り
組
み
ま
す
。　

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
や

一
人
当
た
り
の
医
療
費
の
増
大
に
伴
い
、
引

者
は
、
釧
路
市
内
の
総
合
病
院
な
ど
2
次
医

療
機
関
へ
の
適
切
な
紹
介
を
速
や
か
に
行
い

ま
す
。

　

広
域
救
急
医
療
に
つ
い
て
は
、
近
隣
市
町

村
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

小
児
救
急
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
な
ど
の
体

制
維
持
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
厚
岸
郡
に
お

け
る
救
急
医
療
に
つ
い
て
、
浜
中
町
と
の
連

携
を
進
め
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
く
は
、
住
み
慣
れ
た

地
域
や
家
庭
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
を
望
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
平
成
28
年
度

を
始
期
と
す
る
『
第
3
期
厚
岸
町
地
域
福
祉

計
画
』
に
基
づ
き
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
希

望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
福
祉
に
関
わ
る

全
て
の
人
や
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
を
促
進
し
、
共
に
支
え
合
い
、
助
け
合
う

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
権
利
擁
護
事

業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
厚
岸
町
社
会
福

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
に
つ
い
て
は
、
関
係
各
課
と
の
連
携
に
よ

り
万
全
な
体
制
を
整
え
ま
す
。

個
性
と
感
性
が
き
ら
め
く

ま
ち
づ
く
り　

　

教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
教
育
環
境
を
整

備
し
、
提
供
し
て
い
く
こ
と
は
、
行
政
の
責

務
で
す
。

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
町
長
と
教

育
委
員
会
を
構
成
員
と
す
る
総
合
教
育
会
議

を
設
置
し
、
昨
年
8
月
に
は
厚
岸
町
の
教
育

行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
『
厚

岸
町
教
育
大
綱
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
総
合
教
育
会
議
で
の
協
議
と
対

話
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
委
員
会

と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
厚
岸
町
の

教
育
水
準
の
向
上
と
教
育
振
興
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

に
快
適
な
教
育
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
各

校
舎
の
適
切
な
管
理
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

本
年
度
は
、
太
田
中
学
校
の
玄
関
前
の
舗
装

整
備
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
住
の
江
地
区

の
教
員
住
宅
1
棟
を
改
修
し
、
教
職
員
の
住

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

厚
岸
町
で
も
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
教

育
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
、

携
帯
型
情
報
端
末
を
太
田
小
学
校
と
太
田
中

学
校
に
導
入
し
、
そ
の
教
育
効
果
に
つ
い
て

検
証
を
進
め
ま
す
。

　

就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
保
護
者
援
助


